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１．南丹市八木バイオエコロジーセンター 
 南丹市八木バイオエコロジーセンターの概要は以下のとおりである。 
 １９９８年開業の、日本最初の実用型メタン発酵施設。 
 ２，１００㎥の発酵槽１基、３５０㎥のガスホルダー１基、７０ｋＷのバイオガス発電機２

基を主要設備として運転を開始。 
 ２００２年に増設工事を実施。６００㎥の発酵槽１基、５００㎥のガスホルダー１基、８０

kW の発電機１基を追加。 
 その後、老朽化した３５０㎥のガスホルダーを廃止して、５００㎥ 1 基を新設、バイオガス

発電機７０kW２基を廃止して、２５kW６基を新設、現在に至る。 
 メタン発酵の原料は、近隣酪農家から持込まれる乳牛糞尿６５トン／日、市内食品工場から

排出される植物性残渣１０トン／日。 
 堆肥化施設として、２槽式ロータリー攪拌設備２棟、堆肥舎３棟、製品棟１棟を併設、堆肥

製造能力２３トン／日。 
 敷地面積は、約１７，０００㎡（１．７ｈａ）。 

 
２．施設の収支について（平成２７年度、八木町農業公社分） 
 
収入の部       （１１３，７２１，８２５円） 
・食品工場残渣受入   ３７，１３８，２２４円（３３％） 
・家畜糞尿受入     ２３，６４１，１６９円（２１％） 
・指定管理料受取＊   １７，５６７，０００円（１６％） 
・散布料収入      １３，８６３，３２２円（１２％） 
・肥料販売収入     １０，５７４，２０５円 （９％） 
・売電収入       １０，０７２，７６０円 （９％） 
・その他収入         ８６３，３３０円 （０％） 

 
支出の部       （１０５，５２２，２９５円） 
・薬剤費        ２７，４８８，７００円（２６％） 
・人件費        ２５，９８１，７６４円（２４％） 
・保守修繕費      １４，２８４，５８６円（１３％） 

*公益財団法人 八木農業公社 Yagi public agricultural corporation
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・車両費         ７，０１６，６７６円 （６％） 
・委託費         ６，３８８，３００円 （６％） 
・電力費         ４，７８１，９３６円 （４％） 
・事務費・管理費・税他 ２３，６２６，４７７円（２１％） 

 
３．施設建設費と改修工事（南丹市実施分） 
 
第一期工事（平成８年度）     １，０９１，９６９，０００円 
第二期工事（平成１２・１３年度）   ６３１，７９９，５００円 
第一期・第二期合計（用地・車両別）１，７２３，７６８，５００円 

 
排水処理施設改修（分離膜交換２回他） 約５０，０００，０００円 
ガス貯留槽交換その１（平成２４年度）  ４７，７４３，５００円 
発電設備更新その１（平成２５年度）   ６６，８１７，８００円 
発電設備更新その２（平成２８年度）  １３４，４６０，０００円 
ガス貯留槽交換その２（平成２９年度）  ６３，３２３，０００円 
受送電設備改修（平成２９年度）    １５４，３００，０００円 
その他改修実施合計（～現在まで）  約１０７，０００，０００円 
改修費計（概算）          約６２３，６４４，３００円 
＊平成３０年度～３１年度、更に約３億～５億円の改修計画あり。 

 
４．まとめ 
 
当施設は電力の全量買取制度が開始された際、すでに運転を開始していた施設であり、また受送

電の経路を切り分ける事が困難であった為、制度の認定を受けられなかった。ここで当施設の年間

発電量、約１５０万ｋＷを３９円で販売できたと仮定すると、年間５，８５０万円となり、これを

２０年間継続すると、１１億７千万円の収入となる。 
一方、３の改修費を見てみると、南丹市実施分だけで２０年間に６億円以上を投入しており、更

に積み残しといえる翌年度以降の実施予定を加えると、その金額は１０億円前後となる。すなわち、 

「売電収入合計≒将来必要な改修費」 となり、売電収入から施設建設に投資した資金の返済・回

収や、運転資金への繰入は、実質的には困難といえる。また、２の収支の収入の部にある指定管理

料受取＊は、南丹市から施設管理者に提供される運転資金であり、民間企業による設立の場合この

収入は見込めず、経営は実質的に赤字となる。 
結論として、民間企業によるバイオガス発電事業への参入は、受取る補助金の有無やメタン発酵

消化液の液肥利用の可能性等、相当慎重に計画すべきである。更に受入物単価の安価な畜産系は、

ビジネスとして成立するには困難が予想される。 
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